
-
事
例
紹
介
・

就
職
支
援
か
ら
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
へ

ー
広
島
大
学
学
生
就
職
セ
ン
タ
ー
の
歩
み
l

学
生
就
職
セ
ン
タ
ー
設
置
の
経
緯

景
気
の
長
期
低
迷
か
ら
厳
し
い
就
職
事
情
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た

成
就
職
協
定
の
廃
止
に
よ
り
就
職
戦
線
が
早
期
化
し
て
い
る
こ
と
か

形
ら
、
広
島
大
学
で
は
平
成
一

O
年
五
月
一
日
に
国
立
大
で
は
初
め
て

庁
の
就
職
支
援
組
織
と
し
て
学
生
就
職
セ
ン
タ
ー
を
学
内
措
置
で
設
置

ャ
し
た
。

供
セ
ン
タ
ー
の
発
足
当
初
は
、
学
内
の
運
用
{
買
で
配
置
さ
れ
た
セ

牲

ン

タ

l
専
任
の
教
授
が
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
、
事
務
室
長
、
事
務

i

補
佐
員
の
三
名
の
体
制
で
あ
っ
た
。
初
代
の
セ
ン
タ
ー
長
が
一
年
で

保
定
年
，
退
官
さ
れ
た
た
め
、
平
成
二
年
四
月
に
は
、
筆
者
が
併
任
の

松

水

征

夫

(
広
島
大
学
学
生
就
職
セ
ン
タ
ー
長
)

セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
、
新
た
な
セ
ン
タ
ー
専
任
教
授
が
セ
ン
タ
ー

主
任
と
し
て
着
任
す
る
と
と
も
に
、
学
内
運
用
定
員
で
セ
ン
タ
ー
の

情
報
化
要
員
と
し
て
助
手
の
配
置
が
認
め
ら
れ
、
五
名
体
制
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
平
成
一
二
年
四
月
に
は
。
筑
波
大
学
と
と
も
に
国
立

大
学
で
は
初
め
て
の
就
職
課
の
設
置
が
認
め
ら
れ
、
事
務
組
織
の
集

中
化
に
よ
り
、
就
職
課
に
配
置
さ
れ
た
事
務
官
二
名
が
セ
ン
タ
ー
に

配
置
に
な
り
、
現
行
の
七
名
の
就
職
支
援
体
制
が
完
成
し
た
。

学
生
就
職
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
大
学
と
し
て
の
就
職
支
援
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
l
的
役
割
が
期

待
さ
れ
、
学
内
の
各
部
局
と
の
連
携
に
よ
り
就
職
率
の
向
上
を
目
指

し
た
が
、
折
か
ら
の
景
気
低
迷
の
影
響
も
あ
っ
て
就
職
率
が
伸
び
悩

ん
で
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
セ
ン
タ
ー
発
足
以
来
の
地
道
な
就
職
支



成
援
が
や
っ
と
実
を
結
び
、
平
成
一
四
年
度
は
初
め
て
就
職
率
が
大
幅

滑
に
改
善
し
た
o

来
年
か
ら
国
立
大
学
が
法
人
化
さ
れ
る
中
で
、
セ
ン

J
h

タ
i
の
抱
え
る
課
題
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が

キ
ら
、
こ
れ
か
ら
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

の生学
二

集土寸
瓜
叫
伺
目

セ
ン
タ
ー
の
就
職
支
援
活
動

学
生
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る
セ
ン
タ
ー
の
主
要
な
事
業
活
動
に

つ
い
て
は
、
本
誌
(
平
成
一
二
年
五
月
号
、
第
四
二
四
号
)
の
特
集

「
就
職
」
に
お
い
て
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

本
セ
ン
タ
ー
が
独
自
に
取
り
組
ん
で
き
た
特
徴
的
な
活
動
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
展
開
を
含
め
て
紹
介
し
よ
う
。

①
職
業
意
識
啓
発
講
義
の
開
講

セ
ン
タ
ー
専
任
教
授
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
発
足
以
来
、
学
生
の
職

業
意
識
を
啓
発
す
る
た
め
の
講
義
が
教
養
的
教
育
科
目
(
前
期
・
後

期
各
二
単
位
)
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
。
授
業
科
目
名
は
、
平
成

一
0
年
度
に
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
日
本
経
済
|
職
業
選
択
の
視

点
か
ら
l
」
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
二
年
度
か
ら
は
「
職
業
選
択
と

自
己
実
現
」
と
名
称
変
更
さ
れ
た
。
履
修
年
次
も
、
平
成
一

0
年
度

は
三
年
次
生
以
上
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
就
職
活
動
の
早
期
化
に

対
応
す
る
た
め
、
平
成
一
一
一
年
度
か
ら
二
年
次
生
以
上
を
対
象
と
変

更
し
た
。
い
ず
れ
も
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
す
る
必
要
性
を
意
識

し
て
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
講
義
の
受
講
者
数
も
、
次
頁
の

表
の
通
り
、
平
成
一

0
年
度
の
九
四
名
か
ら
平
成
一
四
年
度
に
は
三

三
五
名
と
三
倍
半
に
増
え
て
い
る
。

②
就
職
相
談
の
実
施

企
業
の
選
考
方
法
が
多
様
化
・
厳
選
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
就
職
相

談
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、
セ
ン
タ
ー
の
発
足
以
来
、

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
て
、
民
間
企
業
に
お
い
て
採
用
担
当

経
験
の
あ
る
企
業
O
B
三
名
を
「
相
談
員
」
に
委
嘱
し
て
い
る
。
職

務
と
し
て
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
l
ト
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け
方
の
指

導
だ
け
で
な
く
、
相
談
来
訪
者
一
人
あ
た
り
一
時
間
を
か
け
て
大
学

で
の
学
習
歴
・
経
験
歴
を
活
か
す
進
路
・
就
職
に
つ
い
て
助
言
す
る

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
行
っ
て
い
る
。
就
職
相
談
件
数
も
、

次
頁
の
表
の
通
り
、
平
成
一

0
年
度
の
二
O
五
件
か
ら
平
成
一
四
年

度
に
は
六
六
二
件
と
約
三
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

③
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

就
職
戦
線
の
早
期
化
に
対
応
す
る
た
め
、
三
年
次
の
六
月
以
降
、

就
職
活
動
の
進
め
方
、
自
己
分
析
の
仕
方
、
業
界
研
究
・
企
業
研

究
・
職
種
研
究
の
仕
方
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
l
ト
の
書
き
方
、
面
接
の

受
け
方
と
い
っ
た
就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
た
基
本
的
・

実
践
的
な
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
て
い
る
。
就
職
戦
線
が
ス
タ
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特集・学生のキャリア形成

表学生就職センターの活動・利用状況の推移 ー
ト
す
る
直
前
に
は
、
首
都
圏
・
関
西
国
の
企
業
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
業
界
セ
ミ
ナ
ー
や
会
社
セ
ミ
ナ
ー
を
学
内
で
開
催
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催
回
数
も
、
左
記
の
表
の
通

伊

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度

職業意識啓発講義受講者数(人)

前期 41 32 114 214 225 

後期 53 51 86 150 110 
..... 骨骨骨骨曹 ...ー..... ーーー.... .............. '・..

合計 94 83 200 364 335 

就職相談件数 205 429 565 592 662 

就職ガイダンス開催回数

基本ガイダンス 14 21 16 16 17 

公務員ガイダンス 9 14 13 11 10 

先輩体験談講演 7 10 18 14 11 I 

業界・企業セミナー 20 30 43 52 83 
' ・骨骨骨.... ー・ ...........ーー '‘ー....・ーー，

合計 50 75 90 93 121 I 

求人件数(センター受付社数) 765 975 1，214 1，513 1，556 I 
L一一 一←一一←一一一一一一一一L-..

り
、
平
成
一

0
年
度
の
五
O
固
か
ら
平
成
一
四
年
度
に
は
ご
二
回

と
約
二
倍
半
に
膨
ら
ん
で
い
る
。

④
就
職
情
報
の
提
供

セ
ン
タ
ー
で
受
け
取
っ
た
企
業
等
か
ら
の
求
人
情
報
を
ネ
ッ
ト
上

で
公
開
す
る
た
め
の
就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
を
、
セ
ン
タ
ー
の
発
足
と

同
時
に
稼
働
さ
せ
て
い
た
が
、
平
成
一
一
年
七
月
に
は
セ
ン
タ
ー
独

自
の
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
を
立
ち
上
げ
、
学
生
に
有
用
な
就
職
情
報
の
提

供
を
始
め
た
。
平
成
一
四
年
一

O
月
か
ら
は
学
生
生
活
に
関
す
る
情

報
の
デ
l
タ
オ
ン
ラ
イ
ン
化
シ
ス
テ
ム
(
通
称
「
も
み
じ
」
)
が
開

発
さ
れ
、
求
人
情
報
の
提
供
は
従
来
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
切
り
替
え
ら

れ
た
。
セ
ン
タ
ー
が
受
け
付
け
た
求
人
件
数
は
、
上
記
の
表
の
通
り
、

平
成
一

0
年
度
の
七
六
五
社
か
ら
平
成
一
四
年
度
の
一
、
五
五
六
杜

と
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
が
、
今
後
、
「
も
み
じ
」
を
利
用
し
た
全

学
的
な
求
人
情
報
の
入
力
に
切
り
替
え
ら
れ
、
さ
ら
に
充
実
し
た
も

の
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
も
み
じ
」
は
、
求
人
情
報
の
提
供
だ
け
で
な
く
、

進
路
希
望
、
就
職
活
動
(
活
動
体
験
を
含
む
)
の
状
況
、
内
定
状
況
、

最
終
的
な
進
路
決
定
な
ど
を
学
生
に
随
時
入
力
さ
せ
、
学
生
の
就
職

活
動
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
き
め
の
細
か
い
就
職
指
導
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

17 
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セ
ン
タ
ー
で
独
自
に
で
き
る
支
援
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
セ
ン

卸

タ

l
発
足
以
来
、
学
内
外
の
い
ろ
い
ろ
な
組
織
と
連
携
し
て
学
生
の

学
就
職
活
動
を
支
援
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
努
め
て
き
た
。

集
①
評
議
員
等
に
よ
る
企
業
訪
問
の
実
施

特
本
学
で
は
平
成
九
年
度
か
ら
毎
年
、
評
議
員
等
の
教
官
に
学
生
の

採
用
企
業
を
各
部
局
一

O
杜
程
度
訪
問
し
て
い
た
だ
き
、
採
用
御
礼

の
挨
拶
を
す
る
と
と
も
に
、
市
場
開
拓
の
た
め
の
情
報
収
集
を
お
願

い
し
て
い
る
。
各
教
官
に
は
、
企
業
訪
問
に
よ
り
実
感
し
た
企
業
環

境
の
変
化
を
、
教
育
や
就
職
面
で
の
個
別
指
導
に
反
映
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

②
広
島
大
学
同
窓
会
と
の
連
携

工
学
部
卒
業
生
の
同
窓
会
(
広
島
工
業
会
)
が
平
成
一
一
年
度

か
ら
毎
年
、
工
学
部
卒
業
生
の
採
用
企
業
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
、

学
内
で
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
セ
ン
タ
ー
は
こ

の
企
業
説
明
会
を
後
援
し
、
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
広
島
大
学
を

卒
業
し
て
関
西
地
区
の
企
業
に
就
職
し
て
い
る

O
B
-
O
G
が
平

成
一
一
年
度
に
広
島
大
学
関
西
地
区
就
職
応
援
団
(
関
西
地
区
在

住
の
会
員
は
二

O
O
名
を
超
え
る
0
)

を
結
成
し
て
、
後
輩
た
ち
の

学
内
外
の
組
織
と
連
携
し
た
就
職
支
援
活
動

就
職
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
平
成
二
二
年
度
か
ら
開
始
し
た

「
社
会
で
働
く
先
輩
と
の
懇
談
会
」
で
は
、
関
西
地
区
に
本
社
の
あ

る
有
力
企
業
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
企
業
説
明
会
を
開
催
し
て
い

る
が
、
セ
ン
タ
ー
も
積
極
的
に
協
力
し
て
多
く
の
学
生
に
企
業
の

実
情
を
理
解
さ
せ
る
の
に
役
立
つ
就
職
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
定
着
し

て
い
る
。

③
広
島
大
学
消
費
生
活
協
同
組
合
と
の
連
携

本
学
の
生
協
は
、
セ
ン
タ
ー
の
設
置
前
か
ら
、
学
生
の
就
職
を
支

援
す
る
た
め
に
、
学
外
の
各
種
資
格
取
得
講
座
の
受
付
の
窓
口
を
務

め
て
い
た
が
、
セ
ン
タ
ー
の
後
援
の
も
と
に
平
成
二
年
度
か
ら
独

自
に
校
章
入
り
の
履
歴
書
を
作
成
、
平
成
一
一
一
年
度
か
ら
学
内
で
公

務
員
試
験
対
策
講
座
の
開
設
、
ま
た
学
生
の
企
業
理
解
を
進
め
る
た

め
に
、
地
元
の
企
業
を
パ
ス
で
訪
問
す
る
「
企
業
見
学
ツ
ア
l
L
を

企
画
し
、
学
生
の
好
評
を
得
て
い
る
。

④
広
島
県
と
の
連
携

学
生
が
首
都
圏
や
関
西
圏
で
就
職
活
動
を
す
る
と
き
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
セ
ミ
ナ
ー
の
情
報
や
自
分
宛
の
企
業
か
ら
の
メ

l
ル
な

ど
を
確
認
し
た
い
と
き
に
利
用
で
き
る
活
動
拠
点
を
確
保
す
る
必
要

性
が
切
望
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
広
島
県
に
お
願
い
し
て
、
広

島
県
の
東
京
情
報
セ
ン
タ
ー

(
J
R新
宿
駅
南
口
近
辺
)
及
び
大
阪

情
報
セ
ン
タ
ー

(
J
R大
阪
駅
近
辺
)
内
の
「
ふ
る
さ
と
就
職
情
報
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コ
ー
ナ
ー
」
を
平
成
一

一
年
一
一
一
月
よ
り
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

⑤
中
園
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
議
会
と
の
連
携

本
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
中
園
地
域
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
推
進
協
議
会
の
実
施
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
学
生
を
派

遣
す
る
形
で
実
施
し
て
い
る
。
単
位
が
出
る
関
係
で
本
学
で
は
教
務

課
が
所
掌
し
て
い
る
が
、
派
遣
学
生
の
事
前
指
導
は
学
生
就
職
セ
ン

タ
ー
の
教
官
・
相
談
員
が
担
当
し
て
い
る
。

四

就
職
支
援
か
ら
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
ヘ

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
学
生
に
対
し
て
就
職
活
動
に
必
要
な

情
報
の
提
供
や
就
職
相
談
な
ど
、
就
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を

成
業
務
の
中
心
と
し
て
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
相
変
わ
ら
ず

形
厳
し
い
就
職
戦
線
が
ほ
か
さ
、
依
然
と
し
て
次
の
よ
う
な
問
題
が
指
摘

-，J
 
リ
さ
れ
て
き
た
o

h

第
一
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
就
職
活
動
が
主
流
に
な

の
っ
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
企
業
と
学
生
の
直
接
的
結
び
つ
き
が
強
化

註
さ
れ
た
半
面
、
大
学
側
が
学
生
の
就
職
活
動
の
実
態
を
把
握
し
に
く

鳥
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
o

こ
の
た
め
、
就
職
指
導
の
あ

特
り
方
の
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
大
学
を
卒
業
し
て
入
社
後
二
、
三
年
で
会
社
を
辞
め
る

者
が
三
割
に
な
っ
て
い
る
実
情
を
考
え
る
と
、
学
生
が
満
足
し
て
就

職
で
き
る
よ
う
な
教
育
面
及
び
就
職
支
援
面
に
お
け
る
指
導
の
質
的

向
上
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
一
に
、
未
就
職
の
ま
ま
卒
業
し
た
学
生
の
就
職
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
が
大
学
側
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
低
学
年
か
ら
「
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
行
う
と
と
も
に
、
個
々
の
学
生
を
支
援
す
る

「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
学
生
個
人
が
自
己
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
分
の
人
生

設
計
を
す
る
の
に
必
要
な
諸
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
る
。
セ
ン

タ
ー
で
は
、
低
学
年
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
強
化
す
る
視
点

か
ら
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。

①
一
年
次
生
へ
の
「
キ
ャ
リ
ア
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
実
施

平
成
二
二
年
度
か
ら
、
各
部
局
の
新
入
生
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
、

一
年
次
生
を
対
象
と
し
た
必
修
科
目
の
「
教
養
ゼ
ミ
」
(
大
学
に
早

く
適
合
す
る
た
め
に
、
大
学
で
の
学
び
方
や
大
学
生
活
の
送
り
方
を

指
導
)
に
講
演
依
頼
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
応
じ
、
将
来
の
進
路
を
早

期
に
考
え
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
学
生
生
活
を
過
ご
す
こ
と
の
重
要

性
を
訴
え
る
「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
行
っ
て
い
る
。
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成
②
二
年
次
生
以
上
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
施

λχ
ノ内
二
年
次
生
以
上
の
学
生
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
セ
ン
タ
ー
専
任
教

W
授
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
と
し
て
の
「
職
業
選
択
と
自
己
実
現
」
の

キ
中
で
、
「
将
来
何
を
し
た
い
の
か
(
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
い
)
、
現
在
は
ど

問
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
(
現
状
を
理
解
し
て
そ
の
た
め
に
何
を

学
す
べ
き
か
」
を
自
問
自
答
さ
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
培
わ
れ
た
能
力
が

集
企
業
の
求
め
る
課
題
解
決
能
力
、
つ
ま
り
「
あ
る
べ
き
姿
(
ピ
ジ
ヨ

特
ン
)
を
描
き
、
現
状
を
把
握
し
、
そ
の
ズ
レ
を
埋
め
る
べ
く
行
動
す

る
能
力
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
こ

と
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
年
次
生
以
上
の
学
生
に
は
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
積
極
的
に
参
/
加
し
て
、
企
業
環
境
を
理
解
す
る
と
と

も
に
、
自
分
に
あ
っ
た
職
業
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
す
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
。

③
就
職
指
導
研
修
会
の
開
催

学
年
別
に
き
め
細
か
く
学
生
を
指
導
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て

も
学
生
の
身
近
に
お
ら
れ
る
多
く
の
教
官
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
部
局
に
よ
っ
て
は
就
職
指
導
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
て
い

た
が
、
本
年
度
は
全
部
局
の
教
職
員
を
対
象
に
し
て
、
特
に
教
官
の

意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
「
大
学
教
育
に
対
す
る
企
業
の
期
待
と
就

職
指
導
の
あ
り
方
」
と
い
う
テ
l
マ
の
も
と
に
就
職
指
導
研
修
会
を

開
催
す
る
。

企
業
や
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材
を
大
学
が
育
成
す
る
に
は
、

専
門
性
を
高
め
る
教
育
だ
け
で
な
く
、
主
体
的
に
進
路
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
学
生
が
身
に
付
け
る
よ
う
に
、
大
学
教

育
の
質
的
向
上
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
大
学
が

一
丸
と
な
っ
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

る。五

今
後
の
課
題

来
年
度
か
ら
国
立
大
学
は
法
人
化
さ
れ
、
大
学
独
自
に
で
き
る
事

業
運
営
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
広
島
大
学
で
も
現
在
、
平
成
一
一
一
一

年
度
を
呪
ん
だ
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
策
定
作
業
が
進
行
し
て
い

る
。
文
部
科
学
省
か
ら
提
示
さ
れ
た
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
記
載

す
べ
き
事
項
表
の
中
で
も
、
学
生
の
生
活
支
援
や
就
職
支
援
を
充
実

す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ

れ
は
、
セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
機
能
を
充
実
す
る
と

と
も
に
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
積
極
的
に
支
援
し
、
就
職
支
援

を
拡
充
す
る
た
め
に
、
現
在
の
セ
ン
タ
ー
を
新
た
な
セ
ン
タ
ー
組
織

に
改
組
す
る
こ
と
が
是
非
と
も
必
要
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
新
た

な
セ
ン
タ
ト
で
は
、
今
後
次
の
よ
う
な
方
策
を
具
体
化
す
る
こ
と
が

課
題
に
な
る
。
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①
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

学
生
が
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
進
路
決
定
に
役
立
て
る

こ
と
を
支
援
す
る
た
め
に
、
分
野
別
・
学
年
別
に
き
め
の
細
か
い

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
早
期
に
作
成
す
る
必
要
が

あ
る
。

②
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
要
員
の
配
置

今
後
、
学
生
に
職
業
を
中
心
と
し
た
人
生
設
計
の
仕
方
に
つ
い
て

指
導
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
ま
た

は
「
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
の
採
用
が
必
要
不
可
欠
に
な
る

と
考
え
る
。
ま
た
就
職
相
談
の
内
容
も
多
様
化
し
て
く
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
「
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
(
現
在
の
相
談
員
を
名
称
変
更
)

の
増
員
も
必
要
と
考
え
る
。

③
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
関
連
講
義
の
再
編
成

成
学
生
が
確
固
と
し
た
職
業
観
を
持
ち
、
自
信
を
持
っ
て
進
路
・
職

情
業
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
現
在
教
養
的
教
育
科
目
(
総

-
z
J
 
リ
合
科
目
)
と
し
て
開
議
さ
れ
て
い
る
「
職
業
選
択
と
自
己
実
現
」
、

相
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
論
」
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
」
な
ど
や
、
各
部
局
に
お

の
け
る
専
門
科
目
の
進
路
・
職
業
選
択
関
連
講
義
を
再
編
成
し
て
、
学

助
十
一
習
支
援
体
制
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ー
④
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
体
制
の
確
立

特
法
人
化
後
は
大
学
問
の
競
争
が
激
化
す
る
と
考
え
ら
れ
、
大
学
の

生
き
残
り
の
た
め
に
も
学
生
支
援
の
内
容
や
質
的
レ
ベ
ル
の
一
層
の

拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
吾
一

教
育
的
観
点
か
ら
の
到
達
目
標
を
い
か
に
設
{
定
疋
す
る
か
が
間
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
新
た
な
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
部
局
と
連
携
し
て
、

社
会
や
企
業
が
求
め
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
を
急
ぎ
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
体
制
を
早
く
確
立
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
た
め
の
方
策
が
具
体
化
す
れ

ば
、
学
生
が
卒
業
後
に
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
よ
う

な
様
々
な
訓
練
や
情
報
を
低
学
年
か
ら
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
就
職
率
も
改
善
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
就

職
率
が
上
が
れ
ば
、
受
験
生
に
も
「
入
学
し
た
い
大
学
」
と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
こ
と
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
、
全
学
的
な
協

力
の
下
に
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
新
た
な
セ
ン
タ
ー
組

織
の
早
期
実
現
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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